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ア
ジ
ア
の
中
の
日
本

m~ 

部

英

雄

無
数
に
あ
る
遺
跡
の
う
ち
、
国
指
定
史
跡
と
し
て
文
化
財
保
護
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
遺
跡
は
二
ハ
六
一
件

（
平
成
二
十
二
年
三
月
末
）
あ
る
。
そ
の
過
半
は
、
ア
ジ
ア
と
い
う
視
点
な
く
し
て
は
理
解
で
き
な
い
。

古
墳
と
馬
具
（
騎
馬
戦
術
）

は
に
わ

馬
具
、
な
い
し
馬
の
埴
輪
が
出
土
す
る
古
墳
は
多
い
。
そ
れ
以
前
、
弥
生
時
代
の
日
本
列
島
に
馬
は
い
な
か
っ
た
。

主

し

わ

じ

ん

で

ん

こ

か

ん

じ

よ

と

一

つ

い

で

ん

わ

で

ん

『
貌
志
倭
人
伝
』
に
も
『
後
漢
書
東
夷
伝
倭
伝
』
に
も
、
「
其
地
無
牛
馬
」
「
無
牛
馬
」
と
あ
る
。

倭
人
伝
の
北
九
州
に

関
す
る
記
述
は
正
確
で
あ
ろ
う
（
周
知
の
通
り
、
そ
れ
以
外
の
列
島
各
地
域
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
正
確
と
は
い
え
な
い
）
。
貌

使
た
ち
が
確
実
に
見
た
九
州
北
部
に
は
、

大
陸
に
も
っ
と
も
近
い
地
域
で
も
使
わ
れ
て
い
な
か
っ

豆司、
i

l

i

〉
っ
こ
O

R
山
ム
ハ
N

’U
ナ
J
A
M

中
／

た
の
な
ら
ば
、

列
島
全
体
に
も
馬
は
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
断
言
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
に
縄
文
馬
な
い
し
弥
生
馬
が

発
見
さ
れ
た
と
い
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、

真
に
馬
の
骨
な
の
か
、

弥
生
時
代
の
骨
な
の
か

真
に
縄
文
時
代
、

ど
う
か
。
疑
問
視
す
る
意
見
の
方
が
多
い
。

秦
の
始
皇
帝
は
紀
元
前
二
一

O
年
に
没
し
た
。

兵じ
馬ば
｛甫f
は

戦
車
（
馬
車
）
が
一
三

O
台、

陶
馬
が
六

O
O体
余

（
馬
車
馬
が
五
O
O頭
余
、
騎
馬
が
一
一
六
頭
）
、

武
士
備
は
七

0
0
0体
余
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

紀
元
前
三
世
紀
の
秦
の

アジアの中の日本



皇
帝
葬
送
儀
礼
で
の
軍
隊
編
成
が
、
兵
馬
備
に
よ
っ
て
可
視
化
さ
れ
た
。
去
勢
馬
が
多
数
あ
る
と
い
う
が
、
葬
送
の
場

で
は
お
と
な
し
い
馬
が
好
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
貌
志
倭
人
伝
』
の
時
代
よ
り
五

O
O年
前
に
、
秦
で
は
馬
が
重

用
さ
れ
て
い
た
。

2 

軍
馬
を
操
れ
な
い
歩
兵
は
、
軍
馬
を
操
る
騎
兵
に
は
ぜ
っ
た
い
に
勝
て
な
い
。
ど
の
よ
う
に
歩
兵
が
陣
容
を
構
え
て

い
て
も
、
馬
が
数
十
頭
も
突
進
し
て
く
れ
ば
、
み
な
逃
げ
、
陣
容
は
く
ず
れ
る
。
騎
馬
に
蹴
散

3

り
さ
れ
て
、
大
け
が
を

す
る
か
、
殺
さ
れ
る
。
馬
は
大
陸
か
ら
、
馬
を
操
る
軍
人
集
団
と
と
も
に
や
っ
て
き
た
。
古
墳
か
ら
出
土
す
る
馬
具
や

馬
の
埴
輪
は
、
ま
さ
し
く
最
新
兵
器
た
る
馬
を
も
つ
も
の
こ
そ
が
、
頂
点
に
立
ち
得
た
こ
と
を
語
る
。
そ
れ
が
古
墳
の

被
葬
者
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
軍
事
技
術
（
馬
、
馬
具
）
は
高
額
で
売
り
渡
さ
れ
、
獲
得
し
た
人
物
が
大
王
に
な
っ
た
。
高
松
塚
古
墳
の

び
や
っ
こ
せ
い
り
ゆ
っ
げ
ん
S

す

さ

く

壁
画
、
女
性
の
衣
装
、
天
体
図
ま
た
四
神
（
白
虎
・
青
龍
・
玄
武
・
朱
雀
）
を
み
れ
ば
、
支
配
者
（
大
王
家
）
の
一
部
が
高

句
麗
周
辺
（
中
国
・
朝
鮮
半
島
）
か
ら
き
て
い
た
と
想
定
で
き
る
。

冊
封
・
文
字
と
中
国
年
号

朝
鮮
半
島
で
は
加
耶
の
茶
戸
里
遺
跡
か
ら
紀
元
前
一
世
紀
の
筆
と
木
簡
を
削
っ
た
万
子
が
漆
塗
り
の
鞘
に
入
っ
て
出

土
し
た
。
日
本
列
島
で
の
漢
字
使
用
は
、
朝
鮮
半
島
で
の
漢
字
使
用
に
は
一
世
紀
ほ
ど
遅
れ
る
。
五
七
年
（
建
武
中
元

か

ん

の

わ

の

な

の

こ

く

お

う

わ

じ

ん

二
）
、
後
漢
・
光
武
帝
に
倭
奴
国
が
上
表
し
、
「
漢
委
奴
国
王
」
の
金
印
を
得
た
。
漢
字
を
使
用
し
て
上
表
し
た
倭
人

（
奴
国
人
）
は
、
漢
字
（
中
国
語
）
の
リ
テ
ラ
シ
l
（
識
字
能
力
）
を
も
ち
、
「
漢
委
奴
国
王
」
を
記
号
で
は
な
く
、
文
字

と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
た
。
次
回
冊
封
時
に
は
上
表
文
に
金
印
を
押
印
す
る
は
ず
だ
っ
た
。
こ
れ
と
は
別
に
出
土
遺



物
に
書
か
れ
た
弥
生
文
字
な
る
も
の
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
「
田
」
が
多
い
か
ら
、
記
号
の
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
土
器
は
二
世
紀
後
半
か
ら
三
世
紀
の
も
の
だ
か
ら
、
奴
国
上
表
の
方
が
古
い
。

て

ん

り

き

ん

ぞ

う

が

ん

奈
良
県
天
理
市
の
東
大
寺
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
鉄
万
に
は
後
漢
・
中
平
年
号
（
一
八
四
一
八
九
）
が
金
象
販
さ
れ

ひ

み

こ

て
い
た
。
貌
よ
り
冊
封
を
受
け
親
貌
倭
王
に
任
じ
ら
れ
た
卑
弥
呼
が
得
た
と
さ
れ
る
鏡
（
三
角
縁
神
獣
鏡
）
に
は
「
景

初
三
年
」
（
一
二
二
九
）
・
「
正
始
元
年
」
（
二
四
O
）
と
い
う
中
国
年
号
が
あ
る
。
真
に
中
国
産
な
の
か
、
あ
る
い
は
国
産

な
の
か
、
論
争
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
、
日
本
は
中
国
年
号
を
使
用
す
る
社
会
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
弥

生
時
代
か
ら
倭
人
（
の
ち
の
日
本
人
）
は
漢
字
を
使
用
し
、
漢
字
に
よ
っ
て
上
表
し
た
。
権
力
中
枢
に
は
大
陸
か
ら
や

っ
て
き
た
人
た
ち
が
い
て
、
漢
字
を
駆
使
し
て
上
表
し
、
会
話
も
で
き
た
。

下
野
・
那
須
国
造
碑
（
国
宝
）
に
は

「
永
昌
元
年
（
己
）
丑
四
月
飛
鳥
浄
御
（
原
宮
那
須
国
）
造
」

と
あ
っ
て
、
唐
年
号
「
永
昌
元
年
（
六
八
九
）
」
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
金
石
文
は
列
島
が
冊
封
体
制
そ
の
ま
ま
に
中
国
年

号
社
会
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ふ

じ

わ

ら

き

ゅ

う

せ

き

も

と

お

か

た

い

ほ

う

藤
原
宮
跡
（
特
別
史
跡
）
お
よ
び
福
岡
市
元
岡
遺
跡
か
ら
、
大
宝
年
号
（
七
O
一
）
を
記
し
た
木
簡
が
出
土
し
て

か
ん
が

い
る
。
大
宝
年
号
は
こ
れ
ま
で
に
元
年
（
三
点
）
・
二
年
（
八
点
）
・
三
年
（
三
点
）
が
見
つ
か
っ
て
い
て
、
諸
国
官
街
が

た

い

か

は

く

ち

し

ゅ

ち

ょ

う

日
本
独
自
年
号
の
使
用
を
徹
底
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
宝
以
前
の
年
号
と
さ
れ
る
大
化
、
白
雄
、
朱
鳥
年
号
に
つ
い

て
は
、
日
本
年
号
を
記
し
た
木
簡
は
出
土
し
て
い
な
い
。
該
当
年
の
木
簡
は
何
点
も
出
土
し
て
い
る
が
、
干
支
記
載
の

み
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
今
後
も
大
化
・
白
矯
・
朱
鳥
年
号
木
簡
の
出
土
は
な
い
だ
ろ
う
。
日
本
が
独
自
の
年
号
を
使

アジアの中の日本3 



あ

す

か

き

よ

み

は

ら

用
し
た
の
は
事
実
上
大
宝
以
後
で
あ
り
、
大
宝
以
前
に
は
飛
鳥
浄
御
原
朝
（
天
武
・
持
続
朝
）
で
の
地
方
機
関
は
、
お

そ
ら
く
は
中
央
も
含
め
て
、
中
国
年
号
を
使
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
高
麗
・
朝
鮮
や
琉
球
は
、
の
ち
に
も
独
自
の
年

号
は
持
ち
え
ず
、
中
国
年
号
を
奉
じ
続
け
た
け
れ
ど
、
大
宝
律
令
以
前
の
日
本
も
同
様
だ
っ
た
。

仏
教
と
ア
ジ
ア
の
科
学
技
術

そ

が

仏
法
は
大
陸
か
ら
日
本
に
も
た

3

り
さ
れ
た
。
仏
教
伝
来
以
前
は
神
（
自
然
神
や
人
物
神
）
の
信
仰
で
あ
る
。
蘇
我
氏
と

も
の
の
べ

物
部
氏
の
ご
と
く
、
仏
と
神
は
、
初
期
に
こ
そ
対
立
し
た
が
、
ま
も
な
く
一
体
化
す
る
。

か

い

げ

ん

え

ぽ

だ

い

せ

ん

な

う

さ

は

ち

ま

ん

み

こ

し

東
大
寺
大
仏
開
眼
会
を
挙
行
し
た
の
は
イ
ン
ド
出
身
の
菩
提
居
間
那

a
a
E
2
5）
で
あ
っ
た
。
宇
佐
八
幡
は
神
輿
に

の
っ
て
開
眼
会
に
参
加
し
、
仏
に
帰
依
し
て
八
幡
大
菩
薩
と
な
っ
た
。
神
仏
混
清
の
達
成
で
あ
る
。
東
大
寺
大
仏
造
立

に
至
る
ま
で
の
高
度
な
技
術
は
、
ア
ジ
ア
・
中
国
の
最
高
科
学
で
あ
る
。
宇
佐
八
幡
の
関
係
者
は
東
大
寺
大
仏
に
み
る

最
新
の
技
術
と
科
学
に
、
大
き
く
陸
自
し
動
揺
も
し
た
だ
ろ
う
。
建
築
土
木
の
み
な
ら
ず
医
療
・
薬
学
・
芸
術
に
、
東

た

む

け

や

ま

大
寺
が
持
つ
ア
ジ
ア
の
先
端
科
学
は
卓
越
し
て
い
た
。
東
大
寺
は
境
内
子
向
山
に
八
幡
神
を
守
護
神
と
し
て
ま
つ
り
、

み

ろ

く

じ

宇
佐
八
幡
は
弥
助
寺
を
開
基
し
て
、
神
仏
は
一
体
化
し
た
。
た
だ
し
双
方
が
対
等
な
合
併
で
あ
っ
た
と
は
い
え
そ
う
も

ほ
ん
ち
す
い
じ
ゃ
く
せ
っ

な
い
。
本
地
垂
遮
説
で
、
神
は
仏
の
化
身
、
権
現
と
な
っ
た
。
権
と
は
仮
で
あ
る
。
開
眼
後
、
造
東
大
寺
長
官
に
な
っ

た
の
は
遣
唐
使
船
に
て
こ
度
入
唐
し
た
吉
備
真
備
で
あ
る
（
東
大
寺
旧
境
内
、
宇
佐
八
幡
宮
境
内
は
と
も
に
国
指
定
史
跡
）
。

東
大
寺
は
総
国
分
寺
で
あ
っ
た
か
ら
、
最
新
の
科
学
は
諸
国
の
国
分
寺
建
設
に
よ
っ
て
伝
播
し
て
い
っ
た
。
六
六
あ

っ
た
全
国
の
国
分
寺
は
四
三
、
国
分
尼
寺
は
一
一
国
の
そ
れ
が
、
国
指
定
史
跡
に
な
っ
て
い
る
。

て
ん
じ
く

仏
教
は
天
竺
か
ら
き
た
。
東
大
寺
以
外
に
も
、
善
光
寺
仏
は
天
竺
・
百
済
を
経
て
日
本
に
来
た
と
十
二
世
紀
の
「
善

4 



光
寺
縁
起
」
（
『
扶
桑
略
記
』
）
に
み
え
て
い
る
。
清
涼
寺
釈
迦
像
も
天
竺
・
震
旦
を
経
て
栄
よ
り
も
た
ラ
り
さ
れ
た
「
二
伝

ノ
仏
」
と
さ
れ
て
い
た
。
日
本
仏
教
は
ア
ジ
ア
志
向
で
あ
っ
た
。
仮
託
の
可
能
性
も
大
い
に
あ
る
が
、
イ
ン
ド
（
天

だ

い

ひ

お

う

い

ん

ら

い

さ

ん

せ

ん

に

よ

じ

あ

ぶ

ら

や

ま

智
一
）
僧
が
開
山
と
い
う
寺
院
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
九
州
博
多
周
辺
の
大
悲
王
院
（
雷
山
千
如
寺
）
や
油
山
観
音
は
イ
ン

ぜ
い
が

ド
僧
も
し
く
は
唐
僧
清
賀
上
人
が
開
山
と
さ
れ
る
。
法
持
聖
清
賀
の
名
は
「
宮
事
雑
事
抄
」
（
『
大
日
本
古
文
書
石
清
水

文
書
』
五
）
、
大
悲
王
院
文
書
（
建
長
七
、
建
武
二
）
に
み
え
、
天
竺
僧
の
伝
承
は
江
戸
時
代
初
期
に
は
あ
っ
た
（
『
筑
陽

記
』
宝
永
二
、
一
七
O
五
1

）
。
清
賀
上
人
像
（
国
指
定
重
要
文
化
財
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
作
）
も
あ
る
。
イ
ン
ド
仙
人
と
さ

れ
る
法
道
上
人
も
播
磨
・
丹
波
で
多
く
の
寺
院
を
開
い
た
。

せ
つ
こ
う

平
安
仏
教
は
最
澄
や
空
海
が
中
国
斯
江
省
天
台
山
で
学
び
伝
え
た
中
国
宗
教
で
あ
る
。
最
澄
は
近
江
国
分
寺
で
学
び
、

東
大
寺
で
受
戒
、
空
海
も
東
大
寺
で
受
戒
し
た
。
と
も
に
八

O
四
年
（
延
暦
二
十
三
）
の
遣
唐
船
で
中
国
に
渡
っ
た
。

ぎ

し

ん

が

ん

じ

ん

と

う

し

よ

一

つ

だ

い

じ

通
訳
義
真
は
鑑
真
の
弟
子
に
中
国
語
を
学
ん
で
い
た
。
東
大
寺
で
は
中
国
語
基
礎
編
を
学
び
、
唐
招
提
寺
で
は
会
話
編

の
マ
ス
タ
ー
が
で
き
た
。

た
い
ら
の
し
げ
ひ
ら

平
重
衡
焼
き
討
ち
に
よ
っ
て
東
大
寺
大
仏
殿
は
焼
失
す
る
が
、
再
建
は
「
入
唐
三
度
聖
人
」
（
泉
福
寺
・
旧
延
寿
院

ち

ょ

う

げ

ん

ち

ん

な

け

い

党
鐘
）
、
「
渡
唐
三
ヶ
度
」
（
『
玉
葉
』
寿
永
二
年
正
月
二
十
四
日
条
）
と
い
う
重
源
に
よ
る
。
そ
の
建
築
士
木
技
術
は
陳
和
卿

や
伊
行
末
ら
中
国
人
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
聖
武
天
皇
創
建
時
の
大
仏
殿
は
中
央
に
柱
を
置
く
こ
と
な
く
広

ゆ
き
す
え

い
空
間
を
持
っ
た
巨
大
で
特
異
な
建
築
で
あ
っ
た
が
、
建
築
技
法
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
天
平
時
代
の
遺
物
で
あ
る

で

か

い

も

ん

ほ

っ

け

ど

う

ほ

う

り

ゅ

う

じ

こ

ん

ど

う

転
害
門
や
法
華
堂
、
ま
た
飛
鳥
時
代
の
法
隆
寺
金
堂
の
技
術
か
ら
推
定
す
る
ほ
か
な
い
が
、
巨
大
な
柱
と
自
重
と
バ
ラ

ン
ス
に
よ
っ
て
安
定
を
得
る
よ
う
な
「
柔
」
構
造
の
建
築
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
（
そ
の
一
例
は
頭
貫
技
法
、
郡
山
ハ
1

参
照
）
。
と

アジアの中の日本5 



こ
ろ
が
重
源
が
再
建
し
た
大
仏
殿
や
南
大
門
は
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
建
築
に
は
な
か
っ
た
新
技
術
を
駆
使
し
て
い
た
。

ぬ
き

東
大
寺
南
大
門
の
よ
う
に
、
異
様
な
ま
で
に
上
部
が
大
き
く
、
一
見
す
る
と
不
安
定
な
印
象
を
受
け
る
建
物
も
、
貫
と

よ
ば
れ
る
枠
組
み
支
持
力
で
絶
対
に
倒
れ
る
こ
と
の
な
い
頑
丈
な
構
造
が
導
入
さ
れ
た
。
「
剛
」
構
造
で
あ
る
。
新
技

術
は
大
仏
様
と
か
天
竺
様
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
も
ま
た
中
国
人
技
術
者
に
よ
る
当
時
の
大
陸
最
新
技
術
が

導
入
さ
れ
た
。

え

い

さ

い

ど

う

げ

ん

り

ん

ざ

い

ぎ

げ

ん

か

ほ

く

栄
西
や
道
元
が
中
世
に
も
た
ら
し
た
禅
宗
は
中
国
直
輸
入
の
仏
教
で
あ
る
。
臨
済
禅
は
臨
済
義
玄
の
河
北
省
臨
済
寺

が
原
点
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
渡
宋
し
た
栄
西
や
道
元
は
最
澄
や
空
海
と
同
様
に
斯
江
省
天
台
山
で
学
ん
で
い
る
。

日
本
に
広
ま
っ
た
禅
宗
は
日
常
会
話
で
中
国
語
を
重
ん
じ
た
。
使
う
文
字
は
漢
字
の
み
で
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ

を
用
い
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
中
国
（
語
）
こ
そ
最
高
の
学
問
大
系
だ
っ
た
。
禅
宗
様
（
唐
様
）
と
い
わ
れ
る
中
国
風

建
築
技
術
・
文
化
も
同
時
に
伝
来
し
た
。
屋
根
は
軒
の
反
り
あ
が
っ
た
大
陸
風
で
、
床
に
は
四
半
敷
と
い
う
四
角
な
タ

し

ゅ

ら

さ

ん

イ
ル
を
敷
き
詰
め
た
。
博
多
周
辺
に
あ
っ
た
天
台
系
山
岳
寺
院
で
も
禅
宗
化
が
進
む
。
首
羅
山
と
い
う
寺
院
が
あ
り
、

き
ょ
う
づ
っ

経
塚
出
土
天
仁
二
年
（
一
一

O
九
）
経
筒
に
中
国
人
（
徐
工
）
の
名
前
が
あ
っ
て
、
大
陸
文
化
を
反
映
し
て
い
た
が
、

鎌
倉
時
代
に
は
中
国
人
が
愛
好
し
た
宋
風
獅
子
や
中
国
産
石
材
を
用
い
た
可
能
性
の
濃
厚
な
四
天
王
刻
石
塔
（
薩
摩
塔
）

が
製
作
さ
れ
て
置
か
れ
た
。

し
よ
う
ふ
く
じ

禅
宗
の
出
発
点
と
も
い
え
る
博
多
聖
福
寺
を
は
じ
め
、
京
都
五
山
、
鎌
倉
五
山
な
ど
主
要
禅
宗
寺
院
は
多
く
が
国
指

定
史
跡
で
あ
る
。

え

ん

り

や

く

じ

ひ

え

い

ざ

ん

禅
を
日
本
に
伝
え
た
栄
西
は
ど
こ
で
中
国
語
を
学
ん
だ
の
か
。
か
れ
は
延
暦
寺
で
得
度
し
て
い
る
か
ら
比
叡
山
で
中
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国
語
の
基
礎
を
学
ん
だ
だ
ろ
う
が
、
中
国
に
渡
る
直
前
に
博
多
の
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
に
二
ヵ
月
ほ
ど
滞
在
し
て
お
り
、

こ
こ
で
マ
ス
タ
ー
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
は
文
献
史
料
に
唐
房
（
唐
坊
）
と
し
て
登
場
す
る
。
日
宋

貿
易
の
拠
点
で
あ
る
。
日
本
列
島
で
も
っ
と
も
ア
ジ
ア
的
な
街
で
、
中
国
語
の
習
得
に
は
不
可
欠
な
街
で
も
あ
っ
た
。

中
国
人
街
唐
房
（
唐
坊
）

唐
房
は
川
文
献
に
残
る
も
の
、

ω地
名
に
残
る
も
の
、
問
遺
跡
と
し
て
残
る
も
の
が
あ
る
。
川
に
は
大
宰
府
・
博

た

む

な

か

た

多
・
宗
像
が
あ
る
（
大
宰
府
は
『
中
右
記
』
部
類
記
・
長
承
元
年
七
月
二
十
八
日
条
、
大
宰
府
唐
坊
は
博
多
唐
坊
の
可
能
性
が
濃

厚
、
博
多
津
唐
房
の
語
は
、
近
江
西
教
寺
教
典
奥
書
、
「
栄
西
入
宋
縁
起
』
、
宗
像
唐
房
は
『
教
訓
抄
』
）
。

ω地
名
は
九
州
の
北

岸
か
ら
山
口
に
か
け
て
、
ま
た
九
州
南
部
、
薩
摩
西
南
海
岸
に
多
数
が
残
る
。
現
在
一
五
ヵ
所
以
上
の
卜
ウ
ボ
ウ
地
名

の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
漢
字
で
は
当
方
、
東
方
な
ど
と
も
書
く
が
卜
ウ
ボ
ウ
で
あ
っ
て
、
ボ
は
濁
る
。
い
ず
れ

も
海
岸
部
で
あ
る
。
内
陸
に
ト
ウ
ボ
ウ
地
名
は
な
い
。
ま
た
ト
ウ
ボ
ウ
地
名
の
場
所
か
ら
多
く
中
国
陶
磁
器
、
越
州
窯

系
磁
器
が
出
土
す
る
。
円
形
井
戸
枠
の
よ
う
な
中
国
人
系
の
遺
構
を
と
も
な
う
こ
と
も
あ
る
。
円
形
井
戸
枠
は
中
国
陶

め
い
の
は
ま

磁
器
を
運
ぶ
コ
ン
テ
ナ
の
転
用
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
福
岡
市
姪
浜
干
潟
旧
地
の
イ
マ
ト
ウ
ボ
ウ
（
－
一
ュ
1
0

・
チ
ャ

イ
ナ
タ
ウ
ン
、
字
名
は
下
山
門
に
今
東
方
、
隣
接
し
て
姪
浜
に
稲
当
方
）
の
周
辺
で
は
大
量
の
越
州
窯
系
磁
器
が
出
土
し
て
関

係
者
を
驚
か
せ
た
。
各
地
の
ト
ウ
ボ
ウ
は
立
地
す
る
地
形
も
類
似
し
、
共
通
性
が
あ
る
。
九
州
北
部
沿
岸
で
は
干
満
差

や

ざ

き

い

ま

づ

か

せ

だ

べ

つ

ぷ

こ

み

な

と

の
あ
る
干
潟
の
最
奥
に
あ
る
も
の
が
多
い
（
宗
像
津
屋
崎
、
福
岡
市
今
津
、
姪
浜
、
加
世
田
市
別
府
小
湊
当
一
房
な
ど
）
。
海
岸

部
に
直
接
に
面
す
る
も
の
も
あ
る
（
松
浦
市
大
崎
東
防
、
長
崎
市
矢
上
東
望
、
口
之
津
町
東
方
な
ど
）
。

唐
房
と
は
な
く
と
も
、
文
献
に
よ
っ
て
中
国
人
居
住
地
で
あ
る
と
知
り
う
る
場
所
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、

や
は
り
地
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形
は
類
似
し
共
通
す
る
。

国
家
的
な
貿
易
拠
点
で
あ
っ
た
箱
崎
宮
の
所
在
す
る
箱
崎
津
（
多
々
良
干
潟
）
が
干
潟
奥
だ

っ
た
。
宋
人
船
頭
が
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
鳥
飼
も
干
潟
（
福
岡
市
、
草
香
江
、
樋
井
川
河
口
、
現
在
の
大
濠
公
園
は
そ

8 

の
後
身
）

で
あ
り
、

酷
似
す
る
。

ま
た
ト
ウ
ボ
ウ
地
名
の
あ
る
場
所
は
、
歴
史
的
環
境
が
い
か
に
も
中
国
人
定
住
地
に
ふ
さ
わ
し
い
。
博
多
湾
に
隣
接

ず
い
ば
い
じ

す
る
今
津
湾
・
今
津
に
ト
ウ
ボ
ウ
地
名
が
あ
る
。
瑞
梅
寺
川
河
口
干
潟
に
面
し
て
、
か
つ
て
の
船
着
に
東
方
と
い
う
小

せ

い

が

ん

じ

し

よ

う

ふ

く

じ

字
が
明
治
期
ま
で
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
（
今
津
）
ト
ウ
ボ
ウ
周
辺
に
は
誓
願
寺
や
勝
福
寺
が
あ
る
。
す
で
に
紹
介
し

た
三
度
渡
宋
の
重
源
（
東
大
寺
復
興
）
や
二
度
渡
宋
の
栄
西
（
臨
済
宗
開
祖
）
が
長
期
滞
在
し
た
寺
が
誓
願
寺
で
あ
り
、

ら

ん

け

い

ど

う

り

ゅ

う

ち

ん

ぜ

い

た

ん

だ

い

宋
人
蘭
渓
道
隆
（
建
長
寺
開
山
）
が
鎮
西
探
題
北
条
氏
の
援
助
を
得
て
開
い
た
寺
が
勝
福
寺
で
あ
る
。
中
国
語
が
通
用

す
る
地
域
で
あ
っ
た
。
こ
こ
こ
そ
が
、
再
建
東
大
寺
・
鎌
倉
建
長
寺
・
そ
し
て
中
国
仏
教
た
る
禅
宗
な
ど
の
鎌
倉
時
代

な
ん
ぼ
じ
よ
う
み
ん

ア
ジ
ア
文
化
の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
あ
っ
た
。
複
数
の
ト
ウ
ボ
ウ
地
名
が
残
る
姪
浜
に
も
渡
宋
僧
南
浦
紹
明
が
開
山
で
あ

る
興
徳
寺
が
あ
る
。

歴
史
文
献
・
中
国
人
系
遺
跡
・
地
名
・
歴
史
的
環
境
の
四
つ
が
揃
っ
て
い
る
ト
ウ
ボ
ウ
が
、
筑
前
国
宗
像
郡
津
屋
崎

の
唐
坊
で
あ
る
。
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
積
極
的
に
日
宋
貿
易
を
展
開
し
た
宗
像
大
宮
司
の
交
易
拠
点
で
あ

あ

み

だ

き

ょ

う

せ

き

る
。
宗
像
氏
の
遺
品
に
は
阿
弥
陀
経
石
と
よ
ば
れ
る
石
製
阿
弥
陀
如
来
像
が
あ
っ
て
、
「
大
宋
紹
照
六
年
乙
卯
」
と
刻

ま
れ
て
い
る
。
大
宮
司
宗
像
氏
は
王
氏
、
張
氏
と
い
っ
た
中
国
人
女
性
を
妻
と
し
た
。
歴
代
宗
像
大
宮
司
の
母
は
中
国

人
で
、
か
れ
ら
は
国
際
混
血
児
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
津
屋
崎
唐
坊
の
遺
跡
発
掘
地
は
史
跡
指
定
こ
そ
受
け
て
い
な

い
が
、
津
屋
崎
小
学
校
内
に
唐
坊
展
示
館
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
整
備
さ
れ
説
明
板
も
あ
り
、
申
し
込
め
ば
見
学
が
可



能
で
あ
る
。

蝦
夷
地
と
琉
球

日
本
と
ア
ジ
ア
隣
接
域
の
境
界
は
点
で
あ
り
、
線
で
あ
り
、
面
で
も
あ
っ
た
。

十
五
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
の
蝦
夷
地
で
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
と
の
境
界
線
に
、
倭
人
が
多
く
の
城
を
築
い
た
。
松
前
十

か

つ

や

ま

だ

て

し

の

り

二
館
は
多
数
が
国
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
て
、
上
ノ
国
勝
山
館
跡
や
志
苔
館
跡
で
は
大
規
模
な
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ

れ
た
。
最
前
線
と
も
い
え
る
勝
山
館
で
は
ア
イ
ヌ
民
族
が
用
い
た
鹿
角
製
マ
キ
リ
（
小
万
）
、
シ
ロ
シ
（
印
）
が
刻
ま
れ

い

お

う

ざ

ん

た
木
製
マ
キ
リ
鞘
ほ
か
、
ア
イ
ヌ
遺
物
が
多
数
出
土
し
た
。
夷
王
山
と
よ
ば
れ
る
館
に
隣
接
す
る
和
人
墓
群
に
も
ア
イ

ヌ
の
屈
葬
土
葬
墓
が
あ
っ
て
、
シ
ロ
シ
の
あ
る
漆
器
皿
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
。
最
前
線
で
は
た
だ
和
人
と
ア
イ
ヌ
の
敵

対
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
交
流
の
時
期
が
長
か
っ
た
。
混
血
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
和
人
と
ア
イ
ヌ
の
聞
に
は
フ
ァ
ジ

ー
な
世
界
が
あ
っ
て
、
マ

i
ジ
ナ
ル
な
人
々
（
境
界
人
）
が
い
た
。
か
つ
て
は
津
軽
海
峡
よ
り
南
に
あ
っ
た
ア
イ
ヌ

人
・
チ
ャ
シ
の
世
界
は
十
六
世
紀
ま
で
に
、
こ
の
境
界
ま
で
後
退
し
て
い
た
。

十
七
世
紀
・
江
戸
時
代
に
な
っ
て
も
蝦
夷
地
（
北
海
道
）
は
日
本
で
は
な
い
。
宣
教
師
ア
ン
ジ
ェ
リ
ス
に
よ
れ
ば
、

領
主
の
松
前
氏
自
体
が
「
こ
こ
は
日
本
で
は
な
い
か
ら
」
と
発
言
し
て
い
た
。
日
本
天
皇
と
は
無
縁
な
世
界
だ
っ
た
。

琉
球
も
ま
た
独
立
国
で
、
中
国
か
ら
冊
封
さ
れ
中
国
皇
帝
の
年
号
を
使
用
し
て
い
た
。
外
国
で
あ
る
。
日
本
天
皇
と

は
無
関
係
で
、
中
国
皇
帝
の
影
響
力
の
み
が
あ
り
、
島
津
侵
攻
後
と
い
え
ど
も
、
そ
の
関
係
は
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い

し

や

お

ん

し

け

い

が

し

け
れ
ど
、
国
王
尚
家
王
子
は
謝
思
使
・
慶
賀
使
と
し
て
江
戸
上
り
を
お
こ
な
っ
た
。
琉
球
通
信
使
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ

キ
ャ
ピ
タ
ン
や
朝
鮮
通
信
使
と
同
じ
く
、
友
好
の
使
者
の
は
ず
だ
が
、
片
務
的
な
側
面
が
強
い
。
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や

え

や

ま

琉
球
西
端
、
八
重
山
で
墓
碑
銘
に
日
本
年
号
が
登
場
す
る
の
は
日
清
戦
争
に
お
け
る
日
本
側
勝
利
後
で
、
そ
れ
ま
で

は
清
年
号
（
光
緒
）
を
使
用
し
て
い
た
（
石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
所
蔵
五
証
文
）
。
通
常
使
用
す
る
文
字
は
漢
字
だ
が
、

日
本
の
仮
名
文
字
も
輸
入
し
て
使
っ
て
お
り
、
琉
球
王
朝
の
公
文
書
で
あ
る
辞
令
書
（
御
恥
靴
、
御
侃
恥
）
は
平
仮
名
を

そ
う
ろ
う
ぶ
ん

主
体
と
し
た
候
文
で
書
か
れ
た
。
日
本
語
（
ヤ
マ
ト
グ
チ
）
に
近
い
発
音
で
読
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

70 

ウ
チ
ナ
l
グ
チ

（
沖
縄
語
）
の
「
ク
ワ
ッ
チ

l
サ
ビ
ラ
（
い
た
だ
き
ま
す
）
」
「
ク
ワ
ッ
チ
i
サ
ビ
タ
ン
（
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
と
は
和
語

（
ヤ
マ
ト
グ
チ
）
の
「
活
計
候
」
に
相
当
す
る
と
い
う
か
ら
、
候
は
「
サ
ビ
ラ
」
の
よ
う
に
発
音
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
金
石
文
に
仮
名
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
金
石
文
（
石
碑
）
が
多
い
こ
と
自
体
が
中
国
文
化
の
強
い

影
響
で
あ
る
。
グ
ス
ク
（
城
）
も
曲
線
を
多
用
す
る
中
国
式
城
郭
で
あ
る
。
琉
球
・
沖
縄
独
自
の
文
化
と
史
跡
も
多
く
、

最
高
位
の
ノ
ロ
で
あ
る
聞
得
大
君
（
チ
フ
ィ
ジ
ン
）
の
祈
り
の
場
、
「
せ
い
ふ
ぁ
！
っ
た
き
」
（
斎
場
御
嶺
）
は
そ
の
代
表

き
こ
え
お
お
ぎ
み

で
あ
る
。
「
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群
」
は
二

0
0
0年
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

倭
城
（
日
本
城
）

み
ん

十
六
世
紀
末
、
豊
臣
秀
吉
は
明
に
攻
め
入
ろ
う
と
し
朝
鮮
に
侵
攻
し
た
。
そ
れ
で
日
本
の
築
城
技
術
を
駆
使
し
た
城

郭
が
朝
鮮
国
内
に
多
数
築
か
れ
た
。
こ
れ
を
倭
城
と
呼
ん
で
い
る
。
朝
鮮
半
島
で
築
城
さ
れ
た
倭
城
（
日
本
城
）
は
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
日
本
の
技
術
の
み
で
築
か
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
瓦
は
朝
鮮
に
て
朝
鮮
の
瓦
工
が
大
量
に
焼
い

た
。
軍
事
施
設
と
い
え
ど
も
、
こ
の
時
代
に
は
屋
根
に
瓦
を
用
い
た
城
郭
は
少
な
か
っ
た
。
慶
長
期
の
越
後
国
瀬
波
郡

図
や
日
向
国
絵
図
で
の
城
郭
描
写
で
も
、
瓦
屋
根
は
ほ
ん
の
一
部
で
、
多
く
は
板
葺
き
だ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
大
陸

の
技
法
で
焼
か
れ
た
優
秀
な
瓦
に
日
本
の
武
将
は
瓦
の
長
所
・
利
点
を
強
く
認
識
し
た
。
瓦
は
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
、



て
き
す
い
か
わ
ら

普
及
し
た
。
滴
水
瓦
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
日
本
に
は
な
か
っ
た
大
陸
風
の
瓦
の
デ
ザ
イ
ン
が
と
く
に
好
ま
れ
た
。
朝
鮮

い
け
だ
て
る
ま
さ

に
出
兵
し
な
か
っ
た
池
田
輝
政
の
姫
路
城
天
守
閣
に
も
用
い
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
文
化
と
遺
跡

十
六
世
紀
に
は
鉄
砲
と
キ
リ
ス
ト
教
（
イ
エ
ズ
ス
会
）
が
伝
来
す
る
。
日
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
つ
な
が
っ
た
。
鉄
砲

し

よ

う

せ

き

い

お

う

に
は
火
薬
が
必
要
だ
っ
た
が
、
日
本
で
は
火
薬
の
材
料
で
あ
る
硝
石
と
硫
黄
・
木
炭
の
う
ち
、
硝
石
が
採
取
で
き
な
か

っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
が
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
で
あ
っ
た
有
馬
晴
信
を
軍
事
支
援
し
、
中
国
か
ら
硝
石
を
提
供
し
た

（
一
五
八
O
年
十
月
二
十
日
付
豊
後
発
信
、
ロ
レ
ン
ソ
・
メ
シ
ア
師
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
、
一
五
八
0
年
度
日
本
年
報
）
。
永
禄
十

お
お
と
も
そ
う
り
ん

年
（
一
五
六
七
）
大
友
宗
鱗
は
宣
教
師
に
硝
石
の
提
供
を
つ
よ
く
要
請
し
、
宿
敵
毛
利
氏
に
硝
石
を
渡
す
こ
と
の
な
い

よ
う
に
と
い
っ
て
い
る
（
永
禄
十
一
年
十
月
十
七
日
、
マ
カ
オ
司
教
ド
ン
・
ベ
ル
シ
オ
l
ル
・
カ
ル
ネ
イ
ロ
宛
書
簡
）
。
布
教
活

動
と
軍
事
物
資
の
提
供
が
一
体
化
し
て
い
た
。

古
墳
時
代
に
最
新
の
軍
事
技
術
で
あ
る
騎
馬
戦
法
が
ア
ジ
ア
大
陸
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
よ
う
に
、
戦
国
時
代
末
期
に

最
新
の
軍
事
技
術
、
鉄
砲
と
硝
石
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
ジ
ア
を
経
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
勝
者
と
な
っ
た
人
々

は
織
田
信
長
を
は
じ
め
鉄
砲
を
駆
使
し
た
け
れ
ど
、
最
新
技
術
を
持
ち
込
ん
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
や
中
国
人
が
自
身
で
日

本
を
征
服
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
馬
と
銃
に
よ
っ
て
ス
ペ
イ
ン
人
に
征
服
さ
れ
た
ア
ス
テ
カ
王
国
（
一
五
一
二
年
滅

亡
）
や
イ
ン
カ
帝
国
（
一
五
三
三
年
滅
亡
）
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
日
本
人
は
先
進
国
た
る
中
国
や
朝
鮮
よ
り
も
早
く
鉄

砲
技
術
を
改
良
し
、
駆
使
し
た
。
優
秀
な
万
鍛
冶
は
鉄
砲
鍛
冶
に
変
身
し
、
大
量
の
鉄
砲
を
生
産
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア

に
輸
出
す
る
よ
う
に
ま
で
な
る
（
『
イ
ダ
ル
ゴ
と
サ
ム
ラ
イ
』
）
。

アジアの中の日本11 



キ
リ
ス
ト
教
に
は
カ
ソ
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
あ
っ
て
、
激
し
く
対
立
し
、
オ
ラ
ン
ダ
独
立
戦
争
の
ご
と
く

事
実
上
戦
争
状
態
に
な
っ
た
。
天
草
島
原
の
乱
に
お
い
て
は
新
教
国
オ
ラ
ン
ダ
が
徳
川
幕
府
と
軍
事
同
盟
を
結
ん
だ
。

は
ら
じ
よ
う

原
城
攻
撃
に
参
戦
し
、
城
内
の
一
撲
に
対
し
て
オ
ラ
ン
ダ
が
大
砲
を
撃
ち
込
ん
だ
。
幕
府
の
軍
事
同
盟
国
に
敵
対
す

る
国
は
反
幕
府
勢
力
と
結
び
つ
き
ゃ
す
い
。
旧
教
国
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
一
撲
と
結
び
つ
く
可
能
性
が
濃
厚

で
あ
り
、
事
実
そ
う
し
た
方
向
を
模
索
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
天
草
四
郎
ら
四
人
の
首
は
出
島
に
あ
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル

商
館
前
に
晒
さ
れ
た
。
日
本
の
鎖
国
（
海
禁
）
政
策
の
徹
底
化
に
よ
っ
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
日
本
か
ら
排
除
さ
れ
、
軍

事
同
盟
国
オ
ラ
ン
ダ
が
通
商
の
国
と
な
っ
た
。
島
原
の
乱
に
関
し
て
は
原
城
と
出
島
（
出
島
和
蘭
商
館
跡
）
、
富
岡
の
キ

リ
シ
タ
ン
供
養
碑
が
国
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

は
な
じ
ゅ
う
じ
も
ん
が
わ
ら

本
書
で
は
豊
後
府
内
の
ほ
か
各
地
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡
を
紹
介
し
た
。
鹿
児
島
城
花
十
字
紋
瓦
は
出
土
時
に
は
キ
リ

か
ら
く
さ
も
ん

シ
タ
ン
遺
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
島
津
氏
と
い
え
ば
丸
に
十
字
の
家
紋
だ
か
ら
、
た
ん
に
唐
草
文
十
字

紋
瓦
と
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
、
研
究
の
進
展
に
よ
り
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
（
花
十
字
杖
瓦
）
と
し
て
再
確
認
さ
れ
た
。
事

例
は
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
増
加
す
る
。
し
か
し
地
方
自
治
体
の
遺
跡
へ
の
取
り
組
み
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
出
土
遺
物
の
出
土

状
況
を
左
右
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
危
慎
も
さ
れ
る
。

こ
う
せ
ん
ま
ち
ま
ん
ざ
い
ま
ち

現
在
長
崎
市
文
化
財
保
護
担
当
部
局
は
興
善
町
・
万
才
町
を
周
知
の
遺
跡
と
し
て
お
り
、
ビ
ル
建
設
な
ど
開
発
行
為

が
あ
っ
た
と
き
に
は
発
掘
（
学
術
）
調
査
が
可
能
な
体
制
で
あ
る
。
こ
の
二
町
と
い
う
範
囲
だ
け
で
は
十
分
と
は
い
え

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
こ
の
周
知
の
遺
跡
化
（
遺
跡
台
帳
へ
の
登
録
）
の
結
果
、
長
崎
市
で
は
毎
年
の
よ

う
に
メ
ダ
イ
や
花
十
字
紋
瓦
の
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
出
土
例
が
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
う
い
う
体
制
に
は
な
い
自
治

12 



体
も
あ
る
。
た
と
え
ば
福
岡
市
教
育
委
員
会
で
は
近
世
城
下
町
を
行
政
発
掘
の
対
象
と
な
り
う
る
「
周
知
の
遺
跡
」
の

扱
い
と
し
て
い
な
い
。
城
下
町
で
ビ
ル
建
設
が
あ
っ
て
も
発
掘
調
査
を
し
な
い
。
福
岡
博
多
は
布
教
拠
点
で
あ
っ
た
こ

く
ろ
だ
じ
よ
す
い

と
が
明
確
で
、
黒
田
如
水
（
ド
ン
・
シ
メ
オ
ン
）
の
葬
儀
を
執
り
行
っ
た
教
会
が
あ
っ
た
。
だ
が
メ
ダ
イ
・
ク
ル
ス
な
ど

キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
は
こ
れ
ま
で
に
い
ち
ど
博
多
（
旧
奈
良
屋
）
小
学
校
の
発
掘
（
二

0
0
0年
）
で
出
土
を
見
た
だ
け
で

あ
る
。
そ
の
後
、
現
在
ま
で
キ
リ
シ
タ
ン
史
料
の
増
加
が
な
い
。
近
世
の
発
掘
調
査
例
自
体
が
少
な
い
。
福
岡
市
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
キ
リ
シ
タ
ン
遺
跡
の
検
出
に
は
今
後
も
期
待
が
持
て
な
い
。

文
化
庁
に
は
史
跡
の
指
定
基
準
が
あ
る
（
昭
和
二
十
六
年
文
化
財
保
護
委
員
会
告
示
）
。
「
我
が
国
の
歴
史
の
正
し
い
理

解
に
欠
く
こ
と
が
で
き
ず
」
且
つ
「
学
術
上
価
値
あ
る
遺
跡
」
を
指
定
す
る
と
定
め
て
あ
る
。
こ
こ
に
は
さ
ら
に
各
種

の
遺
跡
が
分
類
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
て
、
最
後
の
九
番
目
の
項
目
が

九
外
国
及
び
外
国
人
に
関
す
る
遺
跡

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
基
準
九
が
適
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
現
段
階
で
は

り
ょ
う
せ
ん
じ

了
仙
寺
（
静
岡
県
下
回
市
）

ぎ
よ
く
せ
ん
じ

玉
泉
寺
（
静
岡
県
下
田
市
）

と

も

ふ

く

ぜ

ん

じ

う

し

ま

ど

ほ

ん

れ

ん

じ

お

さ

っ

せ

い

け

ん

じ

朝
鮮
通
信
使
遺
跡
鞠
福
禅
寺
境
内
・
牛
窓
本
蓮
寺
境
内
・
興
津
清
見
寺
境
内
（
広
島
県
福
山
市
・
岡
山
県
牛
窓

小下町
佐ヨず

~＊警
雲L目
白語
二じ 岡

昌市
根 i白
県清
松 水
空市
.＋一， L一一J
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ひ
ら
ど
お
ら
ん
だ
し
よ
う
か
ん

平
戸
和
蘭
商
館
跡
（
長
崎
県
平
戸
市
）

で

じ

ま

出
島
和
蘭
商
館
跡
（
長
崎
県
長
崎
市
）

シ
l
ボ
ル
ト
宅
跡
（
同
上
）

の
七
件
で
あ
る
。
了
仙
寺
・
玉
泉
寺
は
下
田
条
約
と
ペ
リ
l
に
関
係
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
と
の
関
係
を
示
す
も

の
は
唯
一
、
朝
鮮
通
信
使
遺
跡
と
な
る
。
江
戸
時
代
の
通
信
使
は
朝
鮮
と
琉
球
に
関
わ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
隣
国
と
の

交
友
を
示
す
。
こ
の
よ
う
に
直
接
外
国
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
指
定
さ
れ
た
史
跡
（
基
準
九
）
は
少
な
い
け
れ
ど
も
、

一
七

O
O件
に
近
い
国
指
定
史
跡
、
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
遺
跡
群
も
ま
た
、
実
は
日
本
と
ア
ジ
ア
の
関
係
を
よ
く
示
す
。
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